
■由井中学校区 A-1.Ａ-2 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
懐かしさと新しさが混じりあう 誰でも居心地よく楽しく交流できる 住みよいまち

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

高齢者や子ども、新しい住民や古くからの住民など、幅広い世代や立場の人を繋ぎ、誰でも安心して暮らせるまちを
目指す。そのためには、資源や人材をコーディネートする仕組みづくり、環境面の場づくりが求められており、地域と
行政が協力し合うことが重要である。

パトロール
活動の再開

サロン活動
の再開

地域の人財
情報を集約する
データバンク

想い

やりたい事を形に
するサポート体制
（費用・制度な

ど）

地区の小中学校
とのふれあい

（合同のイベント
お祭りetc.）

回覧板のSNS化

・孤立の防止と地域資源サロンなどのPR
・八王子市の防犯情報などを見ている人
はすごく見ている
・すぐできるような難しいような？

コロナに
よる中断の

影響

人口減少社会に
合わせた
市民生活と
行政運営

道路整備・街づくり
の住民と行政（国・
都・市）との話し合
いの場づくり・連携

地域と行政
の認識の
違いの改革

コロナでリモート会議や老
人ホームの親とのリモート
面会などかなり多くの人が
慣れて来た。

新しい交流
「孤立を防止する」

モデル地区（事業）を市の
どこかで行ったらどうか
（比較的すぐできる）

歩道の
段差解消

段差が無く、
幅の広い歩道

電柱のない街
（災害時対応）
（整備に時間が

かかる）

土地の確保は
しやすいが集約型
施設への誘致には
時間がかかる

・歩道の段差をなくす
・ケーブル類の地下埋
設

（時間がかかるもの）
道路の整備、車いすも
ベビーカーも通りやすい

ものに（行政）

小学校の中に
公民分館を
子供中心に
集まれる場所

空家が目立つ（防犯上の不安も
ある）
空家を上手に活用できれば色々
な拠点としても使えるのではな
いか？
（時間もかかる。法律改正や持
主との交渉や行政の取組など）

資格者+大学生（高校生）（夕方）

幼児、小中学生に勉強を教えたり
遊んだりする場所

資格者＋高齢者（昼）

乳児のママさんに子どもと一緒に
行ってヨガやおふくろの味の料理
教室、昔あそびを教えてくれる

なじみのある場所での
（小学校、神社、町会会館）

寺子屋（学びと食）

各世代への教育支援の確立
（そう難しくないが
人材を確立するのは
時間がかかる）

地域活動の
マイナスな
イメージを
プラスに

同じ場所
を昼夜で
入れかえ

人にやさしい（老若男女）環境

・ワンストップでできる
・近くにサロンがある
・現役世代がボランティアに参加
する雰囲気に！！
・コミュニティバスがあるなど

片倉城跡公園の活用

植物や昆虫をPRすると実際に遠くから
人がくる。ポイントは効果的にSNSに
上げられるか。人が多く来れば活気が
出て街も安全に（比較的すぐ出来るかも)

4学校合同
イベント

コロナ終息後に今まで続けて来た
活動の復活を目指す

「サロン活動」「夏まつり」「文化
祭」各種イベント、パトロール活動
一年以上休止したものをもとにもど
すための努力に数年かかると思う

（地域主体）

文化祭

祭りの再開

つながりを
作る

イベント

コロナ前の
にぎわいを
戻したい

★地域のカルテを描く

・地域づくりの処方せんを
見える化

お母さん
たちの
息抜き

人財と人財を
つなぐコーディ

ネーター

新しく作
る団地か
ら始める

地域の想い

はちバス運行の拡充

・高齢者の足の確保
・買物難民の解消

カルテを作
成し、地域
の課題を共
有していく

場所と
人材確保

地域の想いと
しては、すぐ
に取り組んで
もらいたい

みんなが望む
公園の策定

予算・
優先度

指針だけで
も早く示し
てほしい



あいさつをした
くても顔がわか
らずできない

■由井中学校区 A-1.Ａ-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

インフラの整備・
交通アクセスの充実

地区を越えた
移動手段の充実

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

幹線道路の整備
（国道16号と
北野街道）

若者が
正規雇用で
働ける街

早期の整備計画
の策定と
事業着手

観光地の整備
トイレ・ベンチ

の設置

【散歩が楽しく
なる街】

各種ケーブル類
を地下に埋設

足がなく
行きたくても
行けない

若者が働き
子を育て
られる

産業の
振興

新しい住宅地と
古い住宅地の交流

30年前に交流
したことで

今もつながりが
ある！

地域間の交流・
連携の活性化

荒地の整備に
よる安心・安全
なまちづくり

小学生と地域の
元気な高齢者の
ふれあう場を

ふやす
（コロナ後）

地域のキーマン

・子育て世代の母親
・子育て世代の父親
を地域で活躍して
もらう

新興住民にも
八王子の歴史・
習慣を知って

ほしい

みんなの意見・
アイデアが
入っている

巡回バス運行で
楽しむ場所が
自分で選んで

行ける

【希望のもてる
街】

・若者が家庭を
もって子どもを
育てられる街

生涯教育

医療・福祉
の充実

観光緑（自然）

多世代
の交流

地域での
子育て

顔の見える関係づくり

相談できる場
（情報の集約）

集いの場

インフラ整備

【散歩が楽しく
なる街】

段差がない歩道

・新しい産業
の創設
・技術革新

集約型施設の
土地確保

ショッピング
モールへの
出店および
企業誘致

あいさつが
自然に当たり前

にできる
雰囲気がある

【安心して住める街】

・知り合いが多い
・世代間で交流するイベ
ントが日常的に行われ
ている（機会がある）

【安心して住め
る街】

困りごとを
気楽に相談出来
るところがある

まずは近所で
あいさつ
声かけ

世代間をつなぐ
共通の課題

→★子供の成長
→★保護者の

サポート

世代間をつなぐ
共通のテーマ

「食」＝食堂
「学」＝寺子屋

（コロナで活動が
縮小している）

気軽に行ける
サロンの充実

（予算の充実も必要）

・地域間のつな
がりができる
環境
・ワンストップ
ができる地域

支え合いの
センターを
一ヶ所決める
（市民センター
が有るので機能

の充実）

保育園、小学校
学童保育の
協同化（同じ
敷地内に）

・若い世代が活
躍できる地域
・ボランティア
が自然にでき
る環境

世代間につなぐ場所

小学校、町会会館
お寺、神社、由井事務所
→他にも声かけする

由井地区内の小・中学
校の交流を復活させる

（昭和の時代にはPTA
の交流がさかんでその
おかげで私は八王子を
知ることができた）

各世代への
教育支援
の充実

【誰もが楽しめる公園】

子供から年寄りまで
みんなが望む公園を

みんなで考え
市と協働してつくる

【その他】

・森や林を乱開発
から守る
（条例を作る）
・遊休農地や空地
の有効利用促進

土地の長老に
地元の話をきく会

をもうける
（大げさではない
小さい気軽な会）

医療・福祉の
支援充実

顔が見れる
関係性の構築

世代を
つなぐ場

町会・自治会の役
員の若がえりをは
かり支えあえるよ

うにする

（リタイア組は平
日の活動現役組は

土日に
活躍できるよう
知恵を出しあう）

【安心して住める街】

・一寸あつまってお
しゃべり出来る場所
がある
（井戸端会議）

由井地区のなか
の歴史ある地域
と新興住宅地の
交流を増やす

助けあい
ボランティア

安心して
住める街

【散歩が楽しくなる街】

・花いっぱいの道
・ところどころにベンチ
がある

（道路アドプトの促進）

【互助の関係】

子供の見守り

お年寄の見守り

※より多くの人が集まれるようにするための工夫

※様々な世代が住
みよくなるための
工夫

今ある子ども食
堂などPRをし
知ってもらう
気軽に誰でも
行けるように


